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【方法】 対象は健常若年者 15 名 (27.1 ± 2.6 歳)，健常高齢者 15 名 (76.9 ± 3.9 歳) 
とした．適格基準は，身体および神経学的に問題を有さない，口腔内に機能的，器質的な
問題を有さない，摂食嚥下機能に異常を認めない者とした．測定課題は，舌挙上運動  (100 %，
80 %，60 %，40 %，20 %の 5 段階)，頭部挙上，メンデルソーンを行った．測定装置は，JMS










100 %が頭部挙上より有意に低かった．健常高齢群において，舌挙上運動 49 %の強度で頭
部挙上時の舌骨上筋群の筋活動と同程度の舌骨上筋群の筋活動が得られた．  











第 21 回日本摂食嚥下リハビリテーション学会  (2015 年 9 月 5-6 日，京都) にて発表した． 
